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広報

令和4年 7月 No.314

令和３年12月末～令和４年１月31日まで、【中学生以上対象】東淀川区にお
ける10年後の地域につなげるインターネットアンケートを実施し、583名の
方からご回答をいただきました。東淀川区への想いがたくさん詰まった「まち
の未来につながる」ヒントが盛りだくさんのアンケートとなりました！！
各アンケートの設問（抜粋）について、地域課地域づくりアドバイザーの分析
とともに、お知らせします！！

g地域 1階9番　a4809-9509　ehigashiyodo-advisor@city.osaka.lg.jp

「東淀川区のコト」
「まちの未来のコト」
東淀川区民はどう思ってる？

を大検証!
!

日時｜令和３年12月末～令和４年１月31日
場所・方法等｜大阪市行政オンラインシステムを活用して実施
対象｜東淀川区内にお住いの中学生以上の方

実施
概要

Q.1 今のあなたの年齢を教えてください

Q.4 これからの地域づくりで「とても大切だと思うテーマ」はなんですか？

10代

20代

30代

40代

50代

60代

70代

80代以上

29名

39名

105名

142名

113名

93名

55名

7名

●今回のアンケートは、インターネットによる回答という
性格上、スマートフォンやパソコンを日常的に活用さ
れている世代の方、つまり、40～50代のミドル世代を
中心とした、働き盛りの世代の皆さんに多くご回答い
ただきました。
●また、この世代は、地域活動に興味関心があったとして
も、なかなか行事に参加できず、地域活動にもっとも
遠い世代という側面も持ち合わせています。
●その意味では、普段、地域活動についてご意見をお聴
きすることがなかなかできない皆さんの、率直なご意
見をお寄せいただくことができたのではないかと考え
ています。

Q.2 区内で開催されている次の行事や
活動で、知っているものはありますか？ Q.3 これからの地域での活動に

「もっと取り入れたら良いと思う
意見」について教えてください

●この設問では、東淀川区内の「様々な活動の認知度」を
見てとることができます。
●「東淀川区民まつり」や「柴島浄水場の桜並木の通り抜
け」と、広く区民の皆さんが参加される行事が１～２位
を占めています。
●次いで多いのは各地域ごとの取り組みである「青色防
犯パトロール」「登下校の見守り」となっています。この
２つの活動の共通点としては、「日頃から街中で見受け
られる活動である」という点です。目にする機会が多い
ほど、認知度が高まる傾向があり、平均的な区民の皆
さんの地域活動の代名詞は、「青色防犯パトロール」
「登下校の見守り」なのかもしれません。

●この設問から、世代では「20～30代」、男女では「女
性」、環境では、大きな差はありませんが「家族世帯」
「障がいのある方」「一人暮らしの方」の意見が、上位で
あることがわかりました。
●以上の要素を合わせると「家族世帯」の「20～30代」
の「女性」の意見を取り入れた方が良いとのご意見が
多いことになります。
●今後、「20～30代女性を対象とした家族で参加できる
イベント」について、検討していきます。

東淀川区民まつり
照らせ！ ひがよど祭り！

柴島浄水場の桜並木の通り抜け
神社等の夏祭り
地域の夏祭り
ふれあい喫茶

高齢者食事サービス
百歳体操

子育てサロン
登下校の見守り

青色防犯パトロール
知っているものはない

441名
218名

351名
292名
335名

231名
147名
135名
198名

346名
341名

45名

10代の意見
20～30代の意見

40～60代前半の意見
60代後半～70代前半の意見

70代後半～の意見
男性の意見
女性の意見

単身者（一人暮らし）の意見
家族世帯の意見

ひとり親世帯の意見
外国にルーツのある方の意見

障がいのある方の意見
少数者（LGBTQ、難病者等など）の意見

その他
特にない

249名
423名

262名
116名
89名
96名
179名
202名
240名

167名
96名

206名
150名

16名
38名

防災訓練など災害への取り組み
防犯や交通安全の活動

買い物、通院などの移動支援
婚活イベントなどの結婚支援

日常の不安や悩みを相談できる場所や人づくり
子育てについて相談できる場所や人づくり

地域活動の担い手づくり
見守り、配食などの高齢者の生活支援活動

地域内の美化・清掃活動
高齢者の生きがいづくり活動

空き家・空地の利活用
登下校の見守り、子どもの安全を支える活動

子ども会など、子どもが対象のイベント
史跡、旧跡など地域の歴史に関わる活動

地域内での広報（掲示板、回覧板など）活動
生涯学習に関する活動

働く世代を対象にしたサークル活動
地域内の繋がりづくりの取り組み

メールやITを使った広報や情報提供
PCやスマートフォンを使ったイベント

高齢者が対象のサロン活動
全世代が対象のお祭りやイベント

敬老会などの高齢者が対象のイベント
起業や小商いなどの支援

外国にルーツがある方への支援
障がいのある方への支援

少数者（LGBTQ、難病者等など）の支援
子どもを対象とした食事支援や学習支援

その他
特にない

370名
330名

226名
66名

221名
225名

171名
193名
220名
183名
243名
219名

126名
94名
73名
119名
100名
141名
143名
120名

60名
195名

46名
93名
68名

160名
112名
180名

11名
10名

東淀川区における10年後の地域につなげるインターネットアンケート報告（抜粋版）中学生以上対象

10代順位

1

2

3

4

5

6

7

8

9

10

20代 30代
防災訓練など
災害への取り組み 59% 62%防犯や交通安全

の活動 60%防犯や交通安全
の活動

防犯や交通安全
の活動 48% 56%防災訓練など

災害への取り組み 52%防災訓練など
災害への取り組み

登下校の見守り、子ども
の安全を支える活動 45% 49%子育てについて相談

できる場所や人づくり 50%子育てについて相談
できる場所や人づくり

子どもを対象とした
食事支援や学習支援 45% 46%空き家・空地の

利活用 48%空き家・空地の
利活用

障がいのある方への
支援 38% 46%登下校の見守り、子ども

の安全を支える活動 39%地域内の
美化・清掃活動

日常の不安や悩みを相談
できる場所や人づくり 31% 44%地域内の

美化・清掃活動 37%登下校の見守り、子ども
の安全を支える活動

子育てについて相談
できる場所や人づくり 31% 41%日常の不安や悩みを相談

できる場所や人づくり 31%買い物、通院などの
移動支援

地域内の
美化・清掃活動 31% 36%買い物、通院などの

移動支援 31%子どもを対象とした
食事支援や学習支援

全世代が対象の
お祭りやイベント 31% 36%全世代が対象の

お祭りやイベント 30%全世代が対象の
お祭りやイベント

少数者（LGBTQ、難病者
等など）の支援 31% 33%少数者（LGBTQ、難病者

等など）の支援 30%子ども会など、子どもが
対象のイベント

●表4－１からは、「防災訓練など災害への取り組み」「防犯や交通安全の取り組み」の２項目が他の項目と比べて「大切
だ」と感じられていることが見てとれます。
●更に、「20～30代」の意見について分析すると、上位項目は4－２のような結果となりました。
●「子育て」や「子どもの安全」についての項目が高くなるほか、「空き家・空地の利活用」が上位にきている点も特徴的です。
●「目の前の課題」に対応しながら「未来への投資」をしていく。その舵取りとバランス感覚が求められていると感じています。

4-1 4-2

地域活動協議会を中心とした持続可能な地域活動の支
援や、企業・大学・商店・医療福祉施設などとの協働の仕
組みづくりを主な業務とし、「住んでよかった、住み続け
たい東淀川区」の実現をめざして活動しています。

地域づくりアドバイザーとは

最後に
今回のアンケートからは、多
くのヒントをいただくことが
できました。東淀川区を想う皆さんが繋がり、ひとりひとりの
得意を活かしながら、一緒にまちの未来について考える。そ
んな縁側のような取り組みを、つくっていきたいと思います。
末筆ではございますが、今回、ご協力いただきました皆さん、
ありがとうございました。このアンケート結果は、今後の地域
活動のサポートへ活用させていただきます。
また、地域づくりに関するご相談などがございましたら、地域
課地域づくりアドバイザーまで、ご連絡ください。

アンケート報告の
全体版はこちら

6回東淀川みらいEXPOを開催します第6回東淀川みらいEXPOを開催します！第6回東淀川みらいEXPOを開催します！第6回東淀川みらいEXPOを開催します！
女性のための防災学習会「アイメイク防災 〈I make a “BOSAI”〉」

インターネットアンケート結果をもとに、20～30
代女性の参加をイメージして企画しました。

●子ども・子育てプラザの紹介
●防災学習会（60分）
●スマホde謎解きクイズラリー
　（学習会の確認テスト）
●手作りワークショップ

9月19日（祝・月）10：00～12：00
子ども・子育てプラザ（区役所４階） 
①東淀川区の在住・在勤・在学者
②東淀川区の地域活動に
 興味のある方
30名程度
キッズスペースあり

内容

参加無料

日時
場所
対象

定員
その他

詳しくは
こちら

詳しくは下記、東淀川みらいEXPOをご覧ください

i5324077
テキストボックス
【資料３】



東淀川区役所 地域課
地域づくりアドバイザー

【中学生以上対象】
東淀川区における

10年後の地域につなげる
インターネットアンケート報告

（全体版）



東淀川区役所 地域課
地域づくりアドバイザー

表１ N=583



東淀川区役所 地域課
地域づくりアドバイザー

表１

• 今回のアンケートは、インターネットによる回答という性格上、
スマートフォンやパソコンを日常的に活動されている世代の方、
つまり、40～50代のミドル世代を中心とした、働き盛りの世代
の皆さんに多くご回答いただきました。

• また、この世代は、地域活動に興味関心があったとしても、な
かなか行事に参加できず、地域活動にもっとも遠い世代という
側面も持ち合わせています。

• その意味では、普段、地域活動についてご意見をお聴きするこ
とがなかなかできない皆さんの、率直なご意見をお寄せいただ
くことができたのではないかと考えています。



東淀川区役所 地域課
地域づくりアドバイザー

表２ N=583



東淀川区役所 地域課
地域づくりアドバイザー

表２

• この設問では、回答の男女比について知ることができます。概
ね、男性40％女性60％であることがわかります。

• 1世帯1回答では、世帯の中の代表者1名の意見のみが反映され
ますが、このアンケートでは、中学生以上の全住民を対象とし
ているため、老若男女を問わず、家族全員が回答することがで
きます。

• その意味では、表1同様に、普段、ご意見をお聴きすることが
できない皆さんのお声を聴けたのではないかと思います。



東淀川区役所 地域課
地域づくりアドバイザー

表３－１
N=583 複数回答=616



東淀川区役所 地域課
地域づくりアドバイザー

表３－２
N=583 複数回答=616



東淀川区役所 地域課
地域づくりアドバイザー

表３－１、２

• この設問では、「情報の広がり方、メディアの選び方」について、
学ぶことができます。

• 表３－１によると、最も多くの方に届いたメディアは「東淀川区役
所SNS」であり、次いで「地域の回覧板」であることが見てとれます。
また「ホームページ」よりも「回覧板」の方が効果的であることか
ら、「プル型（見に来てもらう）」よりも「プッシュ型（手元に届
く）」の方が効果的であることがわかります。

• 更に、表３－２では、日毎の拡がりが見てとれます。「SNS」は瞬時
に大拡散し、「掲示板」は１ヶ月かけてゆっくりと拡散します。日
常の情報共有は「回覧板」、緊急性の高い情報は「SNS」というよう
に、メディアの使い分けにも工夫が必要です。



東淀川区役所 地域課
地域づくりアドバイザー

表４ N=583



東淀川区役所 地域課
地域づくりアドバイザー

表４

• この設問では、回答者が現在お住いのエリアについて、小学校
区単位（連合別）で把握することができます。

• 小松、豊里、菅原の順で回答数が多くなっています。これは、
地域内にマンションなど、集合住宅が多く、ファミリー世帯が
多いことが、回答数に反映されているのではないかと考えられ
ます。

• ただし、もともとの世帯数、住人数にばらつきがあるため、単
純比較では、多い少ないを判断できないこともあり、参考とし
てお考えください。



東淀川区役所 地域課
地域づくりアドバイザー

表５ N=583



東淀川区役所 地域課
地域づくりアドバイザー

表５

• この設問からは、回答者がどの程度長く、東淀川区住んでいる
かを把握することができます。

• 「東淀川区の同じ小学校区に昔から住んでいる」「他の小学校
区から引っ越してきた」が上位の回答です。

• これは、今回のアンケートのテーマが「10年後の地域について
考える」ということもあり、長年東淀川区に住み、地域への愛
着をお持ちの方が、比較的多くご回答いただけたのではないか
と、想像しています。



東淀川区役所 地域課
地域づくりアドバイザー

表６ー１ N=583



東淀川区役所 地域課
地域づくりアドバイザー

表６ー２
N=583



東淀川区役所 地域課
地域づくりアドバイザー

表６ー１、２

• この設問からは、東淀川区への愛着について、見てとることができます。

• 表６－１では、「これからもずっと住みつづけたいと思う」「10年後は
住んでいると思う」の上位２回答が圧倒的に多いことがわかります。今
回のアンケートにご回答いただいた方の属性として、東淀川区への愛着
をお持ちの多くの方が「東淀川区の将来のためなら」との想いをもって、
ご回答ただいたのではないかと想像しています。

• 但し、表６－２の通り、各世代別の「10年後も東淀川区に住んでいると
思う」の比率を見た時、20代の約３割、10代の約４割、30代の約５割し
か、「住んでいる」と答えていない点には注意が必要です。

• 子育て真っ只中世代にとって「東淀川区はどう映っているのか」私たち
区役所は「同世代のニーズを把握しているのか」検証が必要かもしれま
せん。



東淀川区役所 地域課
地域づくりアドバイザー

表７ー１ N=583
複数回答=1073



東淀川区役所 地域課
地域づくりアドバイザー

表７ー２
N=583
複数回答=1073



東淀川区役所 地域課
地域づくりアドバイザー

表７ー１、２

• この設問では「仕事や学校が休みの日」についてお聞きしてい
ます。

• 「毎週土・日」が圧倒的に高くなっている反面、「月～金と不
定期」を足すと約350となり、日曜日と同等になります。「働
き方・ライフスタイルの多様化」を感じるアンケートとなりま
した。また、男女別で集計したところ、土日は男性が高く、平
日は女性が高い結果となりました。

• 厚生労働省の調査でも「医療・福祉」業界や「小売り業」が女
性の雇用数が多い職場であるとの報告があることから、地域行
事の開催日時についても、今後検討が必要かもしれません。



東淀川区役所 地域課
地域づくりアドバイザー

表８－１ N=583 複数回答= 1128



東淀川区役所 地域課
地域づくりアドバイザー

表８－２ N=583
複数回答= 848



東淀川区役所 地域課
地域づくりアドバイザー

表８－１、２

• この設問では、普段のインターネットの活用について把握することが
できます。

• 「スマートフォンで使う」とお答えの方が、「PCで使う」とお答えの
方の約２倍であることから、インターネット閲覧の主流が、PCからス
マートフォンに移っていることがわかります。「防災や見守り」「コ
ミュニティづくり」など、今後、スマートフォンを活用したサービス
も益々増加するでしょう。

• スマートフォン教室も、無料で開催されているところも多くあります。
ご興味をお持ちの方は、受講されてみてはいかがでしょう。

• 地域活動の情報共有として、スマートフォンを活用したいとお考えの
方は、各地域担当か地域づくりアドバイザーまで、ご連絡ください。



東淀川区役所 地域課
地域づくりアドバイザー

表９ N=583



東淀川区役所 地域課
地域づくりアドバイザー

表９

• この設問では、電子マネー（QRコード決裁・交通系など含む）
の活用度を見てとることができます。

• 「ほとんどを電子マネーで支払っている」から「まったく使っ
ていない」まで、ほぼ横並びであることがわかります。「始
まったばかりの新しい技術であること」「リアルなお金の受け
渡しではないこと」などもあり、「もう少し様子を、、、」と
お考えの方も多いのかもしれません。

• マイナンバーカードとの連携、ネットショッピング、スーパー
マーケットやコンビニエンスストアなど、普段使いでどこまで
活用できるようになるのか、今後の発展に注目です。



東淀川区役所 地域課
地域づくりアドバイザー

表１０ー１ N=583



東淀川区役所 地域課
地域づくりアドバイザー

関心があり、参加

している

関心があり、たま

に（時間が合え

ば）参加している

関心はないが、付

き合いで参加して

いる

関心はあるが、参

加していない

関心はないし、参

加もしていない

その他

10代
6.9% 17.2% 6.9% 41.4% 27.6% 0.0%

20代
2.6% 10.3% 0.0% 48.7% 23.1% 7.7%

30代
1.0% 16.2% 1.9% 58.1% 21.9% 1.0%

40代
3.5% 13.4% 9.9% 51.4% 15.5% 4.2%

50代
8.8% 12.4% 8.8% 45.1% 15.9% 5.3%

60代
12.9% 16.1% 11.8% 45.2% 6.5% 1.1%

70代
25.5% 25.5% 9.1% 25.5% 5.5% 3.6%

80代
42.9% 14.3% 14.3% 0.0% 0.0% 14.3%

合計 31.0％

合計 12.8％

合計 19.0％

合計 26.8％

合計 30.1％

合計 40.9％

合計 60.6％

合計 71.4％

表１０ー２ N=583
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表１０ー１、２

• この設問では、地域活動への関心について、お聞きしています。

• 「関心はあるが、参加していない」が圧倒的に多い結果となりま
した。１０－２の表を見ると、年代が上がる程、参加率が上がる
傾向にあることがわかります。ライフスタイルにより活動日時と
合わなかったり、世代によっては興味を持つ内容でなかったり、
様々な理由がありそうです。

• 注目すべきは「10代」です。もともとの回答数が少ないことはあ
りますが、参加していると答えた数は、80代、70代、60代に次い
で、4位です。中高生・大学生などが主役になれる取り組みがもっ
と増えると、参加数も増えるのではないでしょうか？
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表１１
N=583 複数回答= 3080
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表１１

• この設問では、東淀川区内の「様々な活動の認知度」を見てと
ることができます。

• 「東淀川区民まつり」や「柴島浄水場の桜並木の通り抜け」と、
広く区民の皆さんが参加される行事が１～２位を占めています。

• 次いで多いのは各地域ごとの取り組みである「青色防犯パト
ロール」「登下校の見守り」となっています。この２つの活動
の共通点としては、「日頃から街中で見受けられる活動であ
る」という点です。目にする機会が多いほど、認知度が高まる
傾向があり、平均的な区民の皆さんの地域活動の代名詞は、
「青色防犯パトロール」「登下校の見守り」なのかもしれませ
ん。
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表１２ N=583
複数回答=2529
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表１２

• この設問から、世代では「20～30代の意見」、男女では「女性
の意見」、環境では、大きな差はありませんが「家族世帯」
「障がいのある方」「ひとり暮らしの方」の意見が、上位であ
ることがわかりました。

• 以上の要素を合わせると「家族世帯」の「20～30代」の「女
性」の意見を取り入れた方が良いとのご意見が多いことになり
ます。

• これは、６－２で示された課題への１つのヒント（アプロー
チ）ではないかと考えられます。
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表１３ N=583
複数回答=4518

障
が
い
の
あ
る
方
へ
の
支
援
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表１３

• 表１３－１からは、「防災訓練など災害への取り組み」「防犯
や交通安全の取り組み」の２項目が他の項目と比べて「大切
だ」と感じられていることが見てとれます。

• 次いで「空き家・空き地の利活用」「買い物、通院などの移動
支援」「子育てについて相談できる場所」が上位にきています。

• それぞれの世代の「目の前の課題」に対応しながら「未来への
投資」をしていく。その舵取りとバランス感覚が求められてい
ると感じています。
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表１４
N=583
複数回答=1655
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表１４

• この設問からは、「災害への備え」「健康に関すること」の２
項目が、他の項目と比べ格段に高いことが見てとれます。近く
訪れるといわれている「南海トラフ地震」や「２年以上続くコ
ロナ禍」などが大きく影響しているのではないかと考えられま
す。

• 更には、「将来に関すること」「就労に関すること」「高齢者
福祉に関すること」など、「withコロナ・afterコロナ」の生
活への不安・将来への不安などといった見通しの立たない不安
について、比較的高い数値となっています。
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表１５

N=583
複数回答=1721



東淀川区役所 地域課
地域づくりアドバイザー

表１５

• 最後にご報告するのは、「どのようなことならお手伝いできるか」を
お聴きした項目です。

• 「ちょっとした相談相手」「買い物に関すること」「軽作業」の上位
３項目に続き、「行事の準備や片づけ」「PCやスマートフォンに関す
ること」が高くなっています。

• 高齢化が進む地域社会において、「買い物・軽作業」へのサポートは
地域活動の新しい取り組みとしても注目です。更に、生活サービスの
多くがスマートフォンで対応可能になる社会においては、その機器の
使い方のサポートは必要不可欠です。そして何より、「誰かに相談す
るだけで」「心に寄り添うだけで」不安や悩みは軽減されます。東淀
川区のコミュニティは、まだまだ捨てたもんじゃありません。
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最後に

• 今回のアンケートからは、多くのヒントをいただくことができま
した。東淀川区を想う皆さんが繋がり、ひとりひとりの得意を活
かしながら、一緒にまちの未来について考える。そんな縁側のよ
うな取り組みを、つくっていきたいと思います。

• 末筆ではございますが、今回、ご協力いただきました皆さん、あ
りがとうございました。このアンケート結果は、今後の地域活動
のサポートへ活用させていただきます。

• また、地域づくりに関するご相談などがございましたら、地域課
地域づくりアドバイザーまで、ご連絡ください。

TEL 4809-9509

メール higashiyodo-advisor@city.osaka.lg.jp




